


 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

第１号議案 令和７年度事業報告について 
 
１ 概要  

機構が目的とする、若い世代が魅力に感じ、担い手がやりがいを持って安心して就業

できる森林・林業の創造を目指して、林業事業体の経営診断や、オープンカレッジ等に

よる情報提供・意見交換を行い、林業事業体における就業環境の向上と人材の確保・育

成に向けた取組を促進した。また、宮城県林業技術総合センターを拠点に「みやぎ森林・

林業未来創造カレッジ」（以下「カレッジ」という）を運営し、会員の協力の下に多様な

ニーズに応えられる研修事業を展開した。 

これらの実施に当たっては、幹事会や部会において検討し、内容の充実と会員の参加・

連携・協力体制の構築・醸成を図るとともに、今後取り組むべき課題を整理した。 併せ

て、事務局業務として研修の案内や相談対応、情報の提供を行った。  
 

〔主な取組の経過〕 

時 期 主な取組 

令和７年 

 

 

 

 

  26日 

 

令和８年 

 

 

５月15日 第６回通常総会（令和６年度事業報告、令和７年度事業計画を可決) 

５月15日 カレッジ令和７年度入講式・記念トークセッション 

研修生38名、研修生所属事業体等10名、来賓、機構役員ほか計84名参加 

６月22日 企画提案型オープンカレッジ① 

 尚絅学院大学「SDGｓマルシェ」(仙台市一番町)に参加（ワークショップ、PR） 

８月20日 林業事業体の経営強化・就業環境向上に向けた取組支援（経営診断）開始 

８月19日 研修事業部会第14回会議（次年度研修計画等の検討） 

経営強化就業環境部会第13回会議（プロジェクト推進に向けた取組等の検討） 

９月12日 第13回幹事会（部会の検討状況、オープンカレッジ開催計画の審議等） 

10月16日 2025オープンカレッジ 

プロジェクト推進に向けたシンポジウム・技術交流 

10月25日 企画提案型オープンカレッジ② 

「手仕事縁日」(仙台市一番町)に参加（ワークショップ） 

11月15日 企画提案型オープンカレッジ③ 

 「林業技術総合センター一般公開」に参加（ワークショップ） 

 

２月10日 経営強化就業環境部会第14回会議（検討課題取りまとめ、次年度計画等の検討） 

研修事業部会第15回会議（次年度研修計画等の検討） 

２月17日 会員、事業体等への令和７年度研修計画及び受講申込登録の案内 

３月12日 第６回監査役会（令和７年度事業執行状況の監査） 

３月27日 第14回幹事会（令和７年度事業報告、令和８年度事業計画の審議等） 
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〔幹事会及び各部会の検討活動状況〕    

 
① 幹事会  （会議の回数表記は通算。以下同様） 

区 分 開催日時 審 議 事 項 等 

第13回 R7.9.12 
幹事会 13:15～15:00 

1)令和７年度事業の取組状況  
①令和7年度時事業計画及び主たる事業の実施状況 
②令和７年度担い手対策の取組状況 

2)オープンカレッジ開催計画 
3)今後の主要スケジュール 
4)令和8年度以降の事業計画 

第14回 R8.3.27 
 幹事会 13:15～15:00 

1)第７回通常総会の開催日程及び議案内容（令和７年度事業報告案、
令和８年度事業計画案、監査役選任案） 

2)部会委員の選任 
3)令和８年度主要スケジュール 
4)各部会の検討結果（経営強化・就業環境向上に向けた取組、研修
体系・研修計画） 

 
 
 
② 経営強化就業環境部会  

区 分 開催日時 検 討 事 項 

 第13回会議 R7.8.19 
 

1)令和７年度事業計画及び主たる事業の実施状況 
10:00～12:00 2)令和７年度部会課題・取組内容 

3)オープンカレッジ開催計画 
4)令和７年度主要スケジュール 
5)令和８年度事業計画（意見交換） 
6)部会の体制 

 第14回会議 R8.2.10 
 

1)部会検討課題取りまとめ（経営診断） 
10:00～12:00 2)令和８年度部会活動計画 

3)令和８年度機構事業計画 
4)令和８年度以降の部会体制 
5)今後の検討課題（今年度検討活動における課題整理） 

 
 
 
③ 研修事業部会 

区 分 開催日時 検 討 事 項 

 第14回会議 R7.8.19 1)令和７年度カレッジ研修の実施状況 
13:15～15:30 2)オープンカレッジ開催計画 

3)令和７年度主要スケジュール 
4)令和８年度カレッジ研修計画（意見交換） 

 第15回会議 R8.2.10 
 

1)令和７年度カレッジ研修実施状況 
13:15～15:30 2)令和８年度カレッジ研修計画 

3)令和８年度機構事業計画 
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２ 各事業の実施状況  ※各項目（ゴシック文字）が計画事項 

（１）就業環境向上プロジェクトの推進     

「事業構想」に掲げた就業環境向上とそのための経営強化をテーマにした４つのプ

ロジェクト（以下「就業環境向上プロジェクト」という）を推進するため、次の取組

を行った。 

 

① 経営強化就業環境部会の検討活動 

1) 各林業事業体における就業環境の向上と経営強化に向けた取組を推進するため、

部会において実態調査の内容や目標の設定、展開のあり方を検討の上、令和５年

度に試行し、その有効性を確認した下記③の取組に更に検討を加え実行に移した。

また、その結果を検証し、今後の活動計画を整理したほか、他の事業体や関係機

関が参考にできるよう、概要をカレッジのホームページ（以下「ホームページ」

と表記」）に後日掲載していくこととした。 

 

② プロジェクトシンポジウムの開催 

就業環境向上プロジェクトの取組を林業事業体や関係機関に波及させるため、オ 

ープンカレッジにおいて、これからの林業事業体経営をテーマにして、基調講演、

事例発表、伐倒技術実演を開催し、情報や意見を交換した。詳細は（２）の③（P6）

のとおり。 

  ③ 林業事業体の経営強化や就業環境向上に向けた取組支援（資料１） 

「宮城県意欲と能力のある林業経営者」（森林経営管理法第36条に基づき経営管

理実施権の設定を希望する民間事業者として公表された者）である４事業体を対象

に取組を支援した（令和７年８月２０日～令和８年３月５日）。 

【取組の概要と手順】 

1)  県が委託した中小企業診断士が、各事業体について、経営・財務・組織等関係

資料の調査と経営者及び従業員からのヒアリングにより、実態の把握と経営診断

を行い、経営強化・就業環境向上に向けた課題と解決策を提案した。 

2)  各事業体においては、これらを参考に、機構の「事業構想」で目標指標に掲げ

る「現場技能者の給与」、「就業者の確保・定着」及び「労働災害の撲滅」につい

て、中期（５年後）及び長期（10年後以降）の目標を設定し、取組を進める。 

3)  各事業体の取組のフォローアップとして、翌年度にカレッジの「事業マネジメ

ント力強化研修」、翌々年度に「経営マネジメント力強化研修」を実施し、その間、

県は研修に同席しながら伴走型の支援を実施する。 

   ※〔令和６年度〕４事業体、〔令和７年度〕４事業体、〔令和８年度予定〕２事業体 

 

（２）みやぎ森林・林業未来創造カレッジの運営 

    「事業構想」に掲げる「産業界・地域・研究・行政が共に創り上げる学びの交流拠

点」を理念に置き、機構会員の参画と協力の下、各研修実施機関が緊密に連携し、森
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林・林業の基礎（入門）からキャリアアップまで、体系的に研修できる場を提供する

とともに、研修事業の充実や参加・交流の促進に向けた取組を行った。 

① 研修事業部会の検討活動 

 令和７年度の研修事業実施状況及びオープンカレッジ開催計画、令和８年度研修

事業計画等について検討した。 

② 研修事業の実施（資料２、３） 

  林業を志望する若者、現場技能の向上や森林管理・経営の高度化、森林ビジネス

を目指す方々などの多様なニーズに応えられるよう、次表のとおり４つのコースを

設けて、県、宮城県林業労働力確保支援センター、林業・木材製造業労働災害防止

協会宮城県支部、宮城南部及び宮城北部流域森林・林業活性化センターが連携して、

34講座を実施し、320名の参加を得た（令和６年度：33講座、327名）。実施に際し

ては会員である多くの事業体や学識経験者等に講師や現地研修に協力をいただき、

実践重視の研修を行った。 

   また、各研修実施機関の受講生や所属事業体にカレッジの理念や方向性を普及・

浸透させるとともに、今後の職務や研修受講に対する一層の意欲向上と、研修生同

士の繋がりを育む機会とするため、入講式・記念講演を下記のとおり実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

このほか、会員や研修修了者等を対象としたオープン講座（先進的な経営者や林

野庁職員の特別講義、伐倒技術講習）を実施した。 

【入講式・記念トークセッションの開催】 

・日時、場所：令和７年５月15日（木）13:00～15:30、平林会館（大衡村） 

・参加者：年度当初に受講の決定又は申込をしている研修生（25 事業体等 38 名）、 

研修生の所属事業体代表（10名）、来賓（東北森林管理局長（代理、仙台森林管理

署長）、宮城北部森林管理署長、森林整備センター東北北海道整備局長、知事（宮

城県水産林政部長が代理））、機構役員ほか（合計84名）。 

・内容：式辞、祝辞、来

賓紹介、研修体系の

案内、研修生紹介、記

念撮影、記念トーク

セッション 

    

 

研修コース（クラス）別の講座数、受講事業体数及び受講者数

講座数 6 4 4 2 10 7 6 3 16 2 34

受講事業体等数 23 49 23 14 86 45 27 14 86 20 215

受講者数(名) 56 73 30 15 118 50 43 30 123 23 320

  男性 47 70 30 14 114 31 38 27 96 12 269

  女性 9 3 0 1 4 19 5 3 27 11 51

計技能者養
成クラス

リーダー
養成

クラス

指導者
クラス

計
入門 事業管理 経営者

クラス 者クラス クラス
計

林業
研修コース トライ

コース

テクノワーカー（林業技能者）コース 森林管理・事業経営コース
森林ビ
ジネス
コース
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〔記念トークセッション〕（参考） 

 

登壇者  株式会社加美町振興公社  小杉 徳彦 

    （前宮城県林業技術総合センター担い手対策担当） 

栗駒高原森林組合業務課長 月岡 正博 

       新誠木材株式会社山林部  野澤 孟司 

演 題 「林業の働きがい、学ぶ楽しさ、情勢」  

 

登壇者発言要旨 

① 小杉 氏 

小杉氏は、林業の働きがいや学ぶ意義を理解してもらうため、①林業の全体像と存在価値、②宮城

県の森林・林業の特徴と情勢・課題、③林業担い手に関する政策やカレッジの役割の三点を中心に説

明を行った。まず、林業の中核は森林の経営・管理であり、人工林では植栽、下刈り、除伐、間伐、

主伐を経て再び植栽を行う循環的な利用が基本となること、また天然林においても萌芽更新など自然

の再生力を活用しながら資源を利用してきたことを紹介した。さらに森林は木材生産に加え、水源涵

養、土砂災害防止、生物多様性保全、地球温暖化防止など多面的機能を有し、その経済価値は全国で

年間約70兆円、宮城県でも約１兆円に相当すると試算されていることを示した。 

これらを踏まえ、林業は森林の整備・保全と利用を通じて地域社会や快適な生活環境の維持に貢献

する重要な産業であり、持続可能な社会の基盤を支える役割を担っていることを説明した。 

 

② 月岡 氏 

月岡氏は、林業が社会に対して多くの機能を提供しているにもかかわらず、その価値が一般には十

分理解されていない現状を指摘し、林業の重要性を社会に発信していく必要性について述べた。自身

は高校卒業後に森林組合へ就職し約30年間林業に従事しており、森林施業プランナー、森林経営プラ

ンナーとして森林経営計画の策定・実行に携わってきた経験を紹介した。また、仕事を進める上で最

も大切にしているのは「人との縁・つながり」であり、林業は多くの関係者との協力関係の中で成り

立つ産業であると強調した。 

栗駒高原森林組合では、森林経営計画を基盤とした集約化施業を推進し、間伐を中心とした素材生

産の拡大に取り組んできた結果、約2,300haの計画地を管理し、森林所有者への収益還元の向上にも

努めている。さらに、丸太の直送販売による収益向上、コンテナ苗の育苗、一貫作業による再造林の

取組など、低コストで持続的な森林経営を目指した取組を進めていることを紹介した。 

 

③ 野澤 氏 

野澤氏は 26歳で入社 4年目の若手林業従事者として、自身の経験をもとに林業の働きがいを紹介

した。3年前にはカレッジの受講生として参加しており、今回登壇する立場になったことに驚きつつ、

林業の魅力を伝えたいと述べた。現在の業務は大きく三つあり、立木の買取や森林調査などの営業、

伐採現場の管理、そして補助金申請や伐採届など各種書類作成である。さらに会社ではこれまで皆伐

中心だった事業から造林や間伐にも取り組み始めており、自身も新しい分野に挑戦しているという。 

林業のやりがいは、自分の仕事の成果が山の姿として目に見えることであり、伐採後に地拵えを行

い植栽まで完了した現場を見たときには大きな達成感を感じたと語った。また自然の中で働けること

や、美しい景色、山菜採りなども林業ならではの魅力であると述べた。山林を管理できなくなった所

有者から相談を受け、買取や管理を行った際に感謝されることも大きな励みであり、林業はストレス

が少なく働きがいのある仕事だと実感していると話した。 
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③「オープンカレッジ」の開催    

    下記 1)及び 2)を目的とする「2025 オープンカレッジ」と、3)を目的にカレッジ

の研修生や機構会員から企画を募集し、実施に移す「企画提案型オープンカレッジ」

を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「2025オープンカレッジ」 

・開催日時：令和７年10月 16日（木）9:30～16:00 

・開催場所：宮城県林業技術総合センター 実習舎、研修棟  

・参 加 者：78名、林業関係団体役職員、森林組合役職員、林業会社代表及び社員、 

林業経営者、森林管理署職員、市町村職員、県職員 等 

   ・内   容：就業環境向上を進める４つのプロジェクトに即して、機構会員の経営や

施策の参考となるよう、講演、実演、意見交換を実施した。 

 

○林業担い手SDGｓ推進 PJ〔産業力強化・就業環境向上〕 

基調講演・意見交換 

林業事業体の経営マネジメント ～若手社員の確保および技術の教育 ～ 

講師：株式会社 栃毛木材工業 代表取締役 関口 弘 氏 

 

林業経営の将来像 

有限会社 鎌田林業土木 代表取締役 鎌田 渉 氏  

津山町森林組合 森林整備課長  佐々木 寿光 氏 

 

○林業イノベーションPJ〔快適な林業の実現（安全・効率化・省力化・軽労化）〕 

正確な伐倒技術を学ぶ 伐倒技術の実演と伐倒技術指導者の現場作業 

講師：栗駒高原森林組合 千葉貴文 氏、石巻地区森林組合 佐々木俊輔 氏 

実演: 宮城中央森林組合 遠藤 弘 氏, 本吉町森林組合 小山裕明 氏  

       有限会社 ウイングトラスト 山田昌邦 氏 

 

○森林再生循環PJ〔森林資源の循環利用〕 

国有林における森林施業の最前線  

東北森林管理局 仙台森林管理署長 飯島 康夫 氏 

 

 

（開催の目的） 

1)カレッジの人材育成プログラムや、機構が取り組む「就業環境向上プロジェクト」に関

する情報を発信し、参加を促進する。 

2)現場の課題をテーマにして、森林・林業関係者が交流し、意見を交換する機会を提供す

るとともに、得られた意見を機構の活動に反映させる。 

3)学生や一般の方々の森林・林業、機構やカレッジについての関心を高めるとともに、カ

レッジ研修生や会員の研修成果・ビジネスプランの実践、スタートアップの機会とする。 
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会場参加者アンケート結果（満足度：５段階評価） 

区 分 開催時期・日程 構成・内容 会場 

満足度（評価） 4.19（3～5） 4.10（3～5） 3.77（2～5） 

〔アンケートや意見交換でいただいた意見・感想（抜粋）〕 
・実際に作業しないのだが、作業員の安全を守るため、伐倒で何が安全で何が危険なのかを知るこ
とができて良かった。 

・実演も混じえて分かりやすい講義だった。生産効率の前に安全に重きを置くべきだという考えが
すばらしいと思う。 

・受け口の角度など、今後従業員への指導のための情報として、有意義だった。 
・実技を交えた説明でわかりやすかった。 
・作業効率よりも作業者の安全を第一に考えているといったところ。 
・今後の作業に活かせると感じた。 
・これまでの伐倒方法とは異なる点が多く、興味深かった。 
・林業について詳しい人向けであるとは思うが、私自身は知識がなかったため、一段階簡単な説明
があってもよかった。 

・もう少し高等な技術を提供して欲しかった。 
・実技を見ながら学べて、分かりやすかった。 
・安全な伐倒が前提であるのは分かるが、業務で実践するのは、むずかしい。 
・他の事業体の取り組みを知れて良かった。 
・県内でも取組が進んでいる。民間と森林組合の内容だった。参考になった。 
・他の事業体さんの取り組みを聞ける良い機会となった。 
・各事業体の状況がわかったが、普通だった。 
・会社の取組、特色について、もう少し掘り下げてほしい。 
・林業における課題とそれらに対する取組を事例と共にご説明いただき、おもしろかった。自

社に取り入れられる事柄がありそう。 
・民有林と違って自分達の山なので、様々な施業の取組がわかって結果が楽しみになった。 
・こんな施業を試みているなど、もっと聞きたかった。 
・林業の様々な可能性を知った。 
・栃毛さんと同じように、林業から製材、住宅建築まで行っているが、規模が違うし、仕事の
進め方、会社の作り方が、違くてとても勉強になりました。 

・人材不足の解消や効率的な人の働かせ方等々、とても参考になった。（説明も解り易かった） 
・若手の担い手育成について、大変理解できた。 
・木の育った山を買うところから始められることで、経営が成り立つ...確かに！と思った。 
・新しい視点での経営を聞けて良かった。 
 
 
 
 
 
 

【講演】国有林における森林施業の最前線 

東北森林管理局  

仙台森林管理署長 飯島 康夫 氏 

  

【実演】正確な伐倒技術を学ぶ 

伐倒技術の実演と伐倒技術指導者の現場作業 
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講演では、森林所有、素材生産、木材加工、住宅建築までを一体的に展開する同社の経営の考え方

と、その中での人材育成の取組について紹介された。 

同社では、山林を所有・管理する会社と、伐採や木材加工などの事業を担う会社を分ける経営体制を

採用しており、森林資源の長期的な管理と事業収益の確保を両立する仕組みを構築している。また、素

材生産だけでなく製材や住宅建築まで事業を展開することで、木材の付加価値を高めながら地域資源を

活用する経営を行っている。 

さらに、林業経営の持続性を確保するためには、技術力を持つ人材の育成が重要であるとの観点か

ら、伐採技術の習得や安全管理を重視した社内教育を実施していることが紹介された。 

本講演を通じ、林業経営の安定化には森林資源の管理と事業展開を一体的に考える視点が重要である

こと、また人材育成を継続的に行うことが持続的な林業経営の基盤となることが示された。 

 

発言のポイント 

１ 林業は長期的な視点で経営する産業 

林業は一年や二年で結果が出る産業ではなく、長い時間をかけて森林を育てながら経営していく産業

である。短期的な利益だけではなく、将来の森林資源を見据えて経営することが重要。 

２ 森林管理と事業経営は分けて考える 

森林を所有して管理する会社と、伐採や加工などの事業を行う会社を分けることで、長期的な森林管

理と事業収益の両立が可能となる。 

３ 素材生産だけでは林業経営は安定しない 

素材生産だけでは収益が安定しないため、製材や住宅建築まで関わることで、木材の付加価値を高

め、経営の安定化につなげることが重要である。 

４ 木材は地域の中で循環させることが重要 

伐採した木材を地域の中で加工し、住宅などに利用していくことで、森林資源を地域の中で循環させ

ることができる。このような地域内循環の仕組みをつくることが重要である。 

５ 林業は技術産業である 

林業は技術産業であり、現場で働く人の技術力がそのまま会社の力となる。機械だけではなく、人の

技術が経営の基盤となる産業である。 

６ 伐倒技術は安全の基礎 

伐採作業は非常に危険な作業であるため、基本的な伐倒技術を確実に身につけることが安全作業の基

礎となる。安全は技術によって確保されるものである。 

７ 技術は現場で継承する 

技術は机上の学習だけでは身につかず、現場で経験を積みながら、先輩から後輩へと継承していくこ

とが重要である。人材育成は現場で行うものである。 

８ 現場では判断力が重要 

同じ山は一つとしてなく、地形や木の状態、作業条件によって作業方法を変える必要がある。そのた

め現場では技術だけでなく判断力が重要となる。 

９ 林業は地域とともに成り立つ産業 

森林は地域の資源であり、森林所有者や地域社会と連携しながら林業を進めていくことが重要であ

る。林業は地域とともに成り立つ産業である。 
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１０ 持続的な林業には人材育成が不可欠 

林業を継続していくためには、技術を持った人材を育成することが最も重要である。持続的な林業経

営の基盤は人材である。 

 

 

林野庁東北森林管理局仙台森林管理署の飯島康夫署長による講演「国有林における森林施業の最前

線」では、日本の森林資源の現状と国有林の役割、森林資源の循環利用に向けた課題について解説がな

された。 

 

講演の要点 

① 日本の森林資源の現状 

日本の森林面積は国土の約3分の2を占め、そのうち約4割が人工林である。戦後の拡大造林により人

工林の蓄積は大きく増加し、現在は多くの森林が利用期を迎えている。森林蓄積は依然として増加傾向

にあり、資源量の面では非常に恵まれた状況にあるといえる。今後は、この成熟した森林資源を適切に

活用しながら持続的に管理していくことが重要な課題となっている。 

 

② 森林資源循環の課題（再造林問題） 

森林資源を持続的に利用するためには、「植える・育てる・伐る・利用する」という森林資源の循環を

確立することが不可欠である。しかし、木材価格の低迷や再造林コストの負担などにより、伐採後の再

造林が十分に進んでいない地域も多く、再造林率の低さが全国的な課題となっている。再造林が進まな

い場合、将来的な森林資源の減少や伐採地の奥地化による生産コストの増大などにつながる可能性があ

り、森林資源の循環を維持するための対策が求められている。 

 

③ 国有林の役割（モデル施業・地域林業への波及） 

国有林は、計画的な森林整備や伐採・再造林の循環を基本とした施業を実施し、持続的な森林資源利

用のモデルを示す役割を担っている。また、低コスト施業の導入や効率的な森林管理を進めることで、

地域林業の技術的なモデルとしての役割も果たしている。さらに、国土保全や生物多様性保全など森林

の多面的機能の発揮にも配慮した森林管理を行いながら、地域の林業関係者との連携を通じて地域林業

の発展に貢献している。 

 

林業経営の将来像 

林業経営で大切にしている本質的に重要なことを、林業事業体、森林組合それぞれの立場から講演 

 

山を守り林業を続けていくためには、会社として利益を出し、雇用を守り、事業として継続できる経

営規模と仕組みをつくることが必要である。 

 

① 林業の課題は技術ではなく経営規模 

林業の課題は、技術力の不足や作業能力の問題ではないと考えている。現在は機械や作業技術も向上

しており、技術面の制約は以前ほど大きくない。真の課題は、事業体として経営が成り立つだけの仕事

量と森林面積を確保できるかどうかである。経営規模が小さいと人材も雇用できず、機械投資もできな

い。林業の本質的な課題は技術ではなく、経営規模の問題であると考えている。 
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② 補助金だけでは林業経営は成立しない 

補助事業は林業経営において重要な役割を果たしているが、補助金のみに依存した経営は安定しな

い。補助事業は毎年必ずあるものではなく、補助事業がなければ仕事がなくなるような経営では雇用を

維持することができない。事業体として継続していくためには、補助事業に加え、素材生産等の事業も

含め、年間を通して仕事量を確保することが重要である。 

 

③ 機械化よりも仕事量の確保が重要 

林業では機械化の重要性が指摘されることが多いが、仕事量がなければ機械は稼働せず、経営上の負

担となる。高性能林業機械は多額の投資を伴うため、稼働しなければ経営を圧迫する要因となる。した

がって、経営の順序としては、まず仕事量を確保し、次に人材を確保し、その上で機械投資を行うべき

である。機械導入が目的ではなく、仕事量があるから機械を導入するという考え方が重要である。 

 

④ 人材確保には年間事業量の確保が必要 

林業において人材不足が課題とされているが、人材が集まらない主な要因は雇用の不安定さにあると

考えられる。年間を通して安定した収入が得られる見通しがなければ、若年層は就業を希望しない。人

材対策は募集方法の問題ではなく、事業体として年間の事業量を確保し、安定した給与を支払える経営

体制を構築することが最も重要である。 

 

⑤ 経営成立の目安は管理面積500ha 

林業事業体として経営を安定させるためには、一定規模の森林管理面積が必要である。経験上、概ね

500 ヘクタール程度の管理面積があると、間伐、主伐、作業道開設等の事業が継続的に発生し、年間を

通じた事業量の確保が可能となる。林業事業体として経営が成立する一つの目安が、この規模であると

考えている。 

 

⑥ 雇用維持には仕事を切らさないこと 

会社経営において最も重要なことは、利益を最大化することよりも、従業員の仕事を切らさないこと

である。ある現場が終了したら次の現場、その次の現場と、途切れることなく仕事を確保することが経

営者の重要な役割である。仕事が途切れると雇用の維持ができず、人材が離職してしまうため、継続的

な事業量の確保が最も重要である。 

 

⑦ 若者には理想ではなく現実を見せる 

林業は自然の中で働く魅力的な仕事として紹介されることが多いが、実際には厳しい労働であり、危

険も伴う仕事である。良い面だけを伝えて人材を集めても、現実とのギャップにより離職につながる可

能性が高い。そのため、実際の山の現場や作業内容を事前に見せ、仕事内容を理解した上で就業を希望

する人材に来てもらう方が、結果として長期雇用につながると考えている。 

 

⑧ 山を守るという理念が必要 

林業は単に木材を生産して収益を得る産業ではなく、森林を守り、次の世代につないでいく仕事であ

る。収益が上がらない時期や厳しい状況もあるが、山を守るという理念がなければ、この仕事を継続す

ることは難しい。林業を続けていくためには、経営だけでなく、森林を守るという意識を持つことが重

要である。 
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林業経営は、森林を集約して仕事を切らさず、人を雇い、再造林コストを技術の組み合わせで下げな

がら、長期的に森林を管理していく産業である。 

 

① 属人計画で森林を管理 

団地型の計画では施業しやすい場所から実施することになりやすいが、属人計画にすることで組合員

ごとの森林を長期的に管理することができる。森林所有者と継続的に関係を持ちながら森林を預かって

いく形となるため、今後は属人計画の方が実態に合った管理方法であると考えている。 

 

② FSC 認証で材の付加価値 

森林認証を取得することで認証材として木材を出荷することができ、販売面での評価につながる。す

ぐに価格が大きく上がるわけではないが、継続的に出荷することで信頼性が高まり、結果として安定し

た販売につながるものである。 

 

③ 素材生産と保育事業を組み合わせて経営 

素材生産だけ、あるいは保育事業だけでは事業量が安定しない。間伐、主伐、保育、作業道開設など

の事業を組み合わせて年間の事業量を確保することで、組合としての経営を安定させることができる。

事業の組み合わせが経営安定の基本である。 

 

④ 仕事を切らさないことで雇用維持 

作業員を雇用するためには、年間を通じて仕事を切らさないことが最も重要である。主伐、間伐、保

育事業などを組み合わせて年間の仕事量を確保し、安定した給与を支払うことができて初めて雇用を維

持することができる。 

 

⑤ シカ対策が再造林最大の課題 

再造林において最も大きな課題はシカ被害対策である。苗木を植えても食害を受けてしまうため、防

鹿資材などの対策を実施しなければ再造林は成り立たない。ただしコストがかかるため、どの方法が最

も効果的か試行しながら進めている状況である。 

 

⑥ 再造林・保育の省力化は技術の組み合わせで進める 

下刈り作業の省力化、除草剤散布、ドローンの活用、機械化など、再造林や保育の作業は一つの方法

だけで省力化できるものではない。複数の技術を組み合わせて作業量を減らし、トータルでコストを下

げていくことが重要である。今後は機械化やロボット化も含め、省力化技術を組み合わせていく必要が

ある。 

 

⑦ 広葉樹更新・針広混交林 

皆伐後にすべてスギを植栽するのではなく、場所によっては広葉樹を残す、あるいは広葉樹を育成す

るなどの方法も必要である。人工林、広葉樹林、針広混交林を森林の状況に応じて組み合わせた森林づ

くりを進めていく必要がある。 

 

⑧ 林業は人づくりと継続が一番重要 

林業は短期間で成果が出る産業ではない。人材を育成し、仕事を継続していくことが最も重要であ

る。森林もすぐには育たないため、長期的に継続していくことが林業経営の基本である。 
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○企画提案型オープンカレッジ 

   研修生や機構会員から企画提案を募り、ワークショップ等による研修成果発表の場

を提供した。 

1)尚絅学院大学主催「SDGｓマルシェ」（６月22日(日)  仙台市一番町通り） 

広葉樹ビジネス講座修了生１名が「広葉樹のペンダントづくりワークショップ」を

実施した。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2)手仕事縁日（10月 25日(土)、26日(日) 仙台市一番町通り）   

 広葉樹ビジネス講座修了生２名出展 

   広葉樹ビジネス講座受講生２名がそれぞれワークショップを出展した。 

 ① こけし絵付け体験 

 ② 木工品ワークショップ（コースター、バターナイフ、箸、時計） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
3)林業技術総合センター一般公開（11月 15日(土)）   

・会員の大河原産業高等学校（生徒８名、教職員２名） 

メープルシロップ等実習成果物の販売、鉛筆づくりワークショップ、センター見

学ツアー参加、研修生のワークショップ手伝い。 

 

  ・広葉樹ビジネス講座研修生２名出展 

    広葉樹ビジネス講座受講生２名がそれぞれワークショップを出展した。 

① 木のキャンドルホルダー、木のカード入れ 

② スワッグ（北欧由来のフラワーアレンジメント）づくり 

ₒ↓↑⇔ ↑꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪₓ 

ₒ ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪₓ ₒ ─Ɑfi♄fi♩≠ↄ╡꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪₓ 

ₒ↓↑⇔ ↑ ₓ ₒ ꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪₓ 


